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4.1.4.2 予測の結果 

(1) 工事の実施 

1) 土砂による水の濁り 

a) 予測の手法 

予測対象とする影響要因を表 4.1.4.2-1 及び図 4.1.4.2-1 に示す。 

 

表 4.1.4.2-1 予測対象とする影響要因 

影響要因 環境影響の内容 

 

 

・ダムの堤体の工事 

 

 

 

濁水処理施設(ダムサイト濁水及び骨材
プラントからの排水を処理)からの排水
による水環境の変化 
 工

事
の
実
施 

 

・ダムの堤体の工事 

・原石の採取の工事 

・施工設備及び工事用道路の設置の工事 

・建設発生土の処理の工事 

・道路の付替の工事 

 

降雨に伴い工事区域の裸地から発生す

る濁水による水環境の変化 

 

工事の実施に係る土砂による水の濁りについての予測項目は、環境基準の項目で

あるSSとした。 

ダムサイト濁水*及び骨材プラントから排水される濁水については、濁水処理施設

を設置することとした。なお、水質汚濁防止法に基づく業種の解釈について(昭和52

年環水規第46号環境庁水質保全局通知)8)によると、ダム工事等において設置するコ

ンクリート製造設備は、水質汚濁防止法の特定施設(生コンクリート製造業の用に供

するバッチャープラント)に該当するため、佐賀県における水質汚濁防止法第3条第3

項に基づく排水基準を定める条例(昭和48年条例第12号)の排水基準(上乗せ排水基準 

                             

*:ダムサイト濁水とは、コンクリート及び運搬排水期間の洗浄水、ボーリングやグラウト等の排水、打設面処理

水等のコンクリート作業排水、掘削作業に伴う流出水及び岩盤清掃水等がある。 

出典:｢新訂版 ダム建設工事における濁水処理(財団法人 日本ダム協会 平成 12 年 7 月)｣9) 
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SS=70mg/L以下)が適用される。 

また、ダムの堤体の工事、原石の採取の工事、施工設備及び工事用道路の設置の

工事、建設発生土の処理の工事及び道路の付替の工事において発生する濁水(以下

「工事区域の裸地から発生する濁水」という。)は、工事の実施により出現する裸地

から降雨時に流出する濁水である。 
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i) 予測の基本的な手法 

嘉瀬川ダムの工事区域の上流には北山ダム貯水池が存在し、北山ダム放流水の一

部が発電用水として川上頭首工の上流に流入する。北山ダム貯水池の水質は、貯水

池水質予測計算(以下「貯水池水質予測モデル」という。)により予測した。嘉瀬川

ダムの工事区域の下流の嘉瀬川の水質は、順流区間についての河川水質予測計算(

以下「順流区間水質予測モデル」という。)により予測した。 

なお、北山ダム貯水池では、各水質項目が相互に関連し合うため、工事の実施に

係る土砂による水の濁りについての予測項目であるSSの他に、水温、窒素、リン、

COD、クロロフィルa及びDOを同時に予測した。 

嘉瀬川における水質予測モデルの適用の範囲の模式図を図4.1.4.2-2に示す。 

 

官人橋

古湯

池森橋

嘉瀬川ダム
建設予定地

川上頭首工

北山ダム

貯水池水質予測モデル

ダムの堤体の工事

原石の採取の工事

施工設備及び工事用道路
の設置の工事

建設発生土の処理の工事

道路の付替の工事

順流区間水質予測モデル

発電用水

流量調査地点

水質調査地点

凡例

 

図 4.1.4.2-2 嘉瀬川における水質予測モデルの適用範囲の模式図 
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ア) 予測式 

1. 貯水池水質予測モデル 

北山ダム貯水池及び嘉瀬川ダム貯水池では、鉛直方向の水温分布が一様でな

く水温躍層が形成される可能性があり、主な流入河川が二河川あるため、流下

方向の水質変化が想定されることから鉛直二次元モデル(一次元多層流モデル)

を適用した。 

モデルの概念図を図4.1.4.2-3に示す。また、モデルが取扱う水質の変化機

構は、図4.1.4.2-4に示すとおりであり、土砂による水の濁り、水温、富栄養

化による水質変化を取扱うことができる生態系モデルによって構成されてい

る。計算項目は水温、SS、植物プランクトン(クロロフィルa)、DO、COD 、無

機態リン(I-P)、有機態リン(O-P)、無機態窒素(I-N)及び有機態窒素(O-N)であ

る。 
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Δx :ブロック長 

Δy :層厚 

Aj+1 :xi～xi+1間の表面積 

Bi+1,j :yi層の貯水池平均幅 
資料:土木研究所資料 貯水池の冷濁水並びに富栄養化現象の数値解析モデル(その 1)10)を

もとに作成 

図 4.1.4.2-3 鉛直二次元モデルの概念図 
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資料:土木研究所資料 貯水池の冷濁水並びに富栄養化現象の数値解析モデル(その 2)11)をもとに作成 
 

図 4.1.4.2-4 貯水池内の水質変化機構の概念図 
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増殖 死滅、捕食、沈降 

貯水池水質予測モデルの予測式は以下に示すとおりである。なお、基本式は

「土木研究所資料 貯水池の冷濁水並びに富栄養化現象の数値解析モデル(そ

の2)」11)と「土木研究所資料 貯水池の冷濁水並びに富栄養化現象の数値解析

モデル(その1)」10)をもとに作成した。 

(a) 水の連続式 
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(b) 運動量保存則 

）
ｙ

ｖ
（Ａ
ｙ
）
ｘ

ｖ
（Ａ
ｘｙ

ｐ

ρ

１
ｇ

ｙ

ｖ
ｖ
ｘ

ｖ
ｕ
ｔ

ｖ

）
ｙ

ｕ
（Ａ
ｙ
）
ｘ

ｕ
（Ａ
ｘｘ

ｐ

ρ

１

ｙ

ｕ
ｖ
ｘ

ｕ
ｕ
ｔ

ｕ

ｙｘ

ｙｘ

∂
∂

∂
∂

+
∂
∂

∂
∂

+
∂
∂

−−=
∂
∂

+
∂
∂

+
∂
∂

∂
∂

∂
∂

+
∂
∂

∂
∂

+
∂
∂

−=
∂
∂

+
∂
∂

+
∂
∂

 

(c) 水温収支式 
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なお、水温収支則式の右辺H は発生熱量である。 

(d) 物質濃度収支式 
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なお、濃度収支則式の右辺 S は各水質項目により以下のようになる。 

a) 植物プランクトン(Chl-a) 

Ｐ）Ｄ（Ｇ
ｔ

Ｐ
ＰＰ ⋅−=

∂

∂
 



4.1.4-153 

水温に係る影響 日照強度に係る影響 

任意の水深の日照強度 

死滅 沈降 

有機物から無機物への分解 底泥からの溶出 

植物プランクトンの摂取 

有機物から無機物への分解 

栄養塩濃度に係る影響 

沈降

Ｐ）μexp（）
Ｉ 

Ｉ 
exp（１
Ｉ 

Ｉ 
）
Ｔ 

Ｔ
exp（１
Ｔ 

Ｔ
ＲＧ Ｓ

Ｓ

ｙ

Ｓ

ｙ

ｎ

ＳＳ
ＧＰＰ ⋅−⋅−⋅⋅








−⋅⋅=

 

ＩＰＩＰ

ＩＰ

ＩＮＩＮ

ＩＮ

ＣＫ

Ｃ

ＣＫ

Ｃ

+
⋅

+
⋅  

 

－ｙ）｝（ｙＰ）＋ｎexp｛－（ｎＩＩ Ｓ２１０ｙ ⋅⋅⋅=  

 

ｙΔ

Ｖ
θＲＤ ＣＰ20Ｔ
ＲＰＲＰＰ +⋅= −

 

 

b) I-N(無機態窒素) 
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c) O-N(有機態窒素) 
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植物プランクトンの摂取
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植物プランクトンの摂取 

有機物から無機物への分解 沈降 

有機物から無機物への分解

植物プランクトンの摂取 底泥からの溶出 沈降 

 

d) I-P(無機態リン) 
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e) O-P(有機態リン) 
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f) COD(化学的酸素要求量) 
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g) DO(溶存酸素量) 
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ここに、 

 

x、y :流れの方向及び鉛直方向の座標 

u、v :x、y方向における流速(cm/s) 

ρ  :水の密度(g/cm3) 

p  :圧力(N/m2) 

Ax、Ay :水平分散係数(m
2/日)、鉛直分散係数(m2/s)  

g  :重力加速度(m2/s) 

T  :水温(℃) 

Dx、Dy :水平分散係数(m
2/日)、鉛直分散係数(m2/s) 

CW  :水の比熱(kcal/kg・℃) 

φ  :発生熱量(kcal/m2/日) 

A  :コントロールボリュームの表面積(m2) 

φ0  :池内に伝達される日射による輻射熱(kcal/m2/日) 

αr  :水面反射率 

φs  :日射による輻射熱(kcal/m2/日) 

φra  :有効逆輻射(kcal/m2/日) 

φc  :伝導による熱損失(kcal/m2/日) 

COD物質によるDO消費 

底泥によるDO消費 光合成によるDO生産 

再曝気(表層のみ) 
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φe  :蒸発による熱損失(kcal/m2/日) 

φy  :任意の標高の日射による輻射熱(kcal/m2/日) 

β  :水面吸収率 

n1、n2 :日照減衰係数の比例定数 

P  :植物プランクトン濃度(µg/L) 

ys    :水表面の鉛直方向の座標 

c  :水質濃度(g/cm3) 

S  :発生及び消滅濃度(mg/日) 

GP  :植物プランクトンの生成速度(日-1) 

DP :植物プランクトンの死滅、捕食、沈降の各々の速度の合

計(日-1) 

RGP  :20℃における植物プランクトンの最大増殖速度(日-1) 

TS  :植物プランクトンの最大増殖水温(℃) 

n  :植物プランクトンの水温に対するとがり度 

IS  :植物プランクトンの最適日射量(cal/cm2/日) 

Iy  :日射量(cal/cm2/日) 

µS  :植物プランクトンの増殖率のスペース効果係数 

CIN  :I-N濃度(mg/L) 

KIN  :I-Nに関する半飽和定数(mg-N/L) 

CIP  :I-P濃度(mg/L) 

KIP  :I-Pに関する半飽和定数(mg-P/L) 

I0  :水表面の日射量(cal/cm2/日) 

RRP  :20℃における植物プランクトンの死滅率(日-1) 

θRP  :20℃における植物プランクトンの死滅率に関する温度補

正係数 

KPP  :飽食効果に関する半飽和定数(µg/L) 

VCP  :植物プランクトンの沈降速度(m/日) 

∆y  :鉛直方向のメッシュサイズ(m) 
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RN  :20℃におけるO-Nの無機化速度(日-1) 

θN  :20℃におけるO-Nの無機化速度に関する温度補正係数 

CON   :O-N濃度(mg/L) 

WIN   :底泥からの20℃におけるI-N溶出速度(g-N/m2/日) 

θIN :底泥からの 20℃における I-N 溶出速度に関する温度補正

係数 

Ab、Vb :底層エレメントの表面積、体積(m
2、m3) 

VON  :O-Nの沈降速度(m/日) 

δP  :植物プランクトン中のP/Chl-a比(mg-P/µg-Chl-a) 

RP   :20℃におけるO-Pの無機化速度(日-1) 

θP  :20℃におけるO-Pの無機化速度に関する温度補正係数 

COP   :O-P濃度(mg/L) 

WIP   :底泥からの20℃におけるI-P溶出速度(g-P/m2/日) 

θIP  :底泥からの20℃におけるI-P溶出速度の温度補正係数 

VIP  :I-Pの沈降速度(m/日) 

VOP  :O-Pの沈降速度(m/日) 

CCOD  :COD濃度(mg/L) 

KP   :植物プランクトン中のCOD/Chl-a比 

RC  :20℃におけるCOD分解速度(日-1) 

θC  :20℃におけるCOD分解速度に関する温度係数 

WCOD  :底泥からの20℃におけるCOD溶出速度(g-COD/m2/日) 

θCOD :底泥からの20℃におけるCOD溶出速度の温度補正係数 

VCOD  :CODの沈降速度(m/日) 

CDO   :DO濃度(mg/L) 

RKP   :20℃における光合成によるDO生産速度(mg-O2/µg-Chl-a) 

RKB  :底泥によるDO消費速度(mg-O2/m
2/日) 

θKB  :底泥によるDO消費速度に関する温度補正係数 

RRA  :再曝気係数(日-1) 



4.1.4-158 

θRA  :再曝気係数に関する温度補正係数 

CSO  :飽和 DO濃度(mg/L) 

As、Vs :表層エレメントの表面積、体積 

RKC  :COD物質によるDO消費速度(mg-O2/mg-COD・日) 

θKC  :COD物質によるDO消費速度に関する温度補正係数 



4.1.4-159 

2. 順流区間水質予測モデル 

SS の変化については、工事区域上流の河川流量と SS の関係式、工事区域

での濁水処理施設及び沈砂池からの排水量と SS を用いて予測する。 

予測にあたって、分割流域から流入する流量及び負荷量を設定するため、

工事区域下流の流域を分割した。予測地点である古湯地点は工事区域の直下

に位置し、その間に支川の流入がある。官人橋地点は、古湯地点の下流に位

置し、その間に支川の流入がある。このため、図 4.1.4.2-5 に示すように嘉

瀬川ダムの下流の流域は、古湯地点の残流域、官人橋地点の残流域、池森橋

地点の残流域及び嘉瀬川大堰の残流域に分割した。 
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SS の予測手順を図 4.1.4.2-6 に示す。 

工事区域上流から工事区域下流の古湯地点までの予測式は以下に示すとお

りである。 

 

QFY＝QA＋ΣQz＋ΣQi 

LFY＝LA･exp(-k1･tA)＋ΣLz･exp(-k1･tz)＋ΣLｉ･exp(-k1･ti) 

CFY＝LFY/QBFY 

 

ここに、 

A   :工事区域上流の地点 

i   :工事区域の濁水発生地点 

Z   :残流域等の濁水発生地点 

FY  :工事区域下流の古湯地点 

k1   :工事区域上流から古湯地点の区間の減少係数 

t   :流下時間 

 

CA、QA、LA、tA:工事区域上流 A からの SS(mg/L)、流量(m
3/s)、負荷量

(g/s)、工事区域上流 A から古湯地点までの流下時間 

Ci、Qi、Li、ti:工事区域 i からの SS 濃度(mg/L)、工事処理水量(m
3/s)、

工事処理負荷量(g/s)、工事区域 i から古湯地点までの流

下時間 

CZ、QZ、LZ、tZ:残流域等 Z からの SS 濃度(mg/L)、水量(m
3/s)、負荷量

(g/s)、残流域等 Z から古湯地点までの流下時間 

CFY、QFY、LFY  :古湯地点の SS(mg/L)、流量(m
3/s)、負荷量(g/s) 
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古湯地点から池森橋地点までの予測式は以下に示すとおりである。 

 

QY＝QX＋ΣQZ 

LY＝LX･exp(-kXY･tX)＋ΣLZ･exp(-kXY･tZ) 

CY＝LY/QY 

 

ここに、 

X   :上流の地点 

Z   :残流域等の濁水発生地点 

Y   :下流の地点 

kXY  :上流 X から下流 Y の区間の減少係数 

t   :流下時間 

 

CX、QX、LX、tX:上流 X の SS(mg/L)、流量(m
3/s)、負荷量(g/s)、上流 X か

ら下流 Y までの流下時間 

CZ、QZ、LZ、tZ:残流域等 Z からの SS 濃度(mg/L)、水量(m
3/s)、負荷量

(g/s)、残流域等 Z から下流 Y までの流下時間 

CY、QY、LY  :下流 Y の SS(mg/L)、流量(m
3/s)、負荷量(g/s) 
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図 4.1.4.2-6 SS の予測計算フロー 

古湯残流域 FYZ 

比流量-SS の関係式により算出 

  流量 :QFYZ 

  水質 :CFYZ 

  負荷量:LFYZ=QFYZ・CFYZ 

川上頭首工の取水 S1 

官人橋地点の SS と同じとした 

  流量 :QS1 

  水質 :CS1=CKJ 

  負荷量:LS1=QS1・CS1 

古湯地点 FY 

SS 予測結果 

 流量  :QFY=QA＋Qi＋QFYZ＋QHZO-QSO 

 水質  :CFY 

 負荷量 :LFY=LA･exp(-k1･tA)+Li･exp(-k1･ti)+LFYZ･exp(-k1･tFYZ)+(LHZO-LSO)･exp(-k1･tHZO) 
 CFY= LFY /QFY 

比流量-SS の関係式により算出 

  流量 :QKJZ 

  水質 :CKJZ 

  負荷量:LKJZ=QKJZ・CKJZ 

官人橋残流域 KJZ 

北山ダム貯水池の 

放流水 HZO 

北山ダム放流水については貯

水池水質予測モデルにより SS

を予測 

  流量 :QHZO 

  水質 :CHZO 

  負荷量:LHZO=QHZO・CHZO 

官人橋地点 KJ 

SS 予測結果 

 流量  :QKJ=QFY＋QKJZ＋QSO 

 水質  :CKJ 

 負荷量 :LKJ=LFY･exp(-k2･tFY)+LKJZ･exp(-k2･tKJZ)+LSO 
 CKJ=LKJ/QKJ 

池森橋地点 KOI 

SS 予測結果 

 流量 :QKOI=QKJ＋QIMZ-QS1 

 水質 :CKOI 

 負荷量:LKOI=(LKJ-LS1)･exp(-k3･tKJ)+LIMZ･exp(-k3･tIMZ) 

 CKOI=LKOI/QKOI 

比流量-SS の関係式により算出 

 流量 :QIMZ 

 水質 :CIMZ 

 負荷量:LIMZ=QIMZ・CIMZ 

池森橋残流域 IMZ 

工事区域と古湯地点の流下

過程における沈降等を考慮 

古湯地点と官人橋地点の流下過程における沈降等を考慮

官人橋地点と池森橋地点の流下過程における沈降等を考慮

 

工事区域 i 

降雨 

工事区域の裸地からの負荷量(Li) 
流出量の算定(Qi) 

裸地から流出する水質(SS)(Ci) 

ダムサイト濁水処理施設からの負荷 

工事区域からの負荷量(Li) 

排水量(Qi) 

処理水質(SS)(Ci) 
工事区域の排水 処理施設 

降雨による負荷 

 工事区域上流 A 

水質(SS):CA 中原地点の比流量－SS の関係式により算出 流量:QA 実績流量 

工事区域上流の負荷量:LA 

鮎の瀬発電の 

取水 S0 

北山ダム放流水 SS とした 

  流量 :QS0 

  水質 :CHZO 

  負荷量:LS0=QS0・CHZO 
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イ) 予測モデルの検証 

1. 貯水池水質予測モデル 

嘉瀬川ダムの類似ダムを対象として検証計算を行い、貯水池水質予測モデ

ルの妥当性を確認する。 

1.1 検証対象ダム 

検証ダムの候補となる嘉瀬川ダム近傍九州管内の主要ダムの諸元と、嘉

瀬川ダムの諸元との比較を表 4.1.4.2-2 に示す。 

九州地方の近隣のダム貯水池のうち、運用、回転率等が類似し、同じ河

川の嘉瀬川ダムの上流に位置する北山ダム貯水池を対象ダム貯水池として

選出した。貯水池予測モデルのパラメータは、検討対象の北山ダム貯水池

において予測項目の計算値と実測値を比較し、実測値を再現できるように

なるまで計算を繰り返すことによって設定した。 

 

表 4.1.4.2-2 嘉瀬川ダムと九州管内主要ダムの概要 

ダ　ム　名 嘉瀬川ダム 北山ダム 鶴田ダム 緑川ダム 松原ダム 下筌ダム 耶馬渓ダム 厳木ダム 竜門ダム

嘉瀬川水系 嘉瀬川水系 川内川水系 緑川水系 筑後川水系 筑後川水系 山国川水系 松浦川水系 菊池川水系

嘉瀬川 嘉瀬川 川内川 緑川 筑後川 津江川 山移川 厳木川 迫間川

 堤高 (m) 97.0 59.3 117.5 76.5 83.0 98.0 62.0 117.0 99.5

 堤頂長 (m) 460.0 180.0 450.0 295.3 192.0 248.2 313.0 390.4 620.0

 流域面積 (km2) 128.4 54.6 805.0 359.0 491.0 185.0 89.0 33.7 26.5

 貯水面積 (km2) 2.7 2.0 3.6 1.8 1.9 2.0 1.1 0.4 1.21

 総貯水量 (千m3) 71,000 22,300 123,000 46,000 54,600 59,300 23,300 13,600 42,500

 有効貯水量 (千m3) 68,000 22,000 77,500 35,200 47,100 52,300 21,000 11,800 41,500

 常時満水位 (ELm) 292.5 374.3 160.0 177.0 273.0 336.0 162.0 199.1 274.5

 制限水位等 － －
夏季制限水位
第１期～5期
133～157m

夏季制限水位
第1期～3期
163.3～
174.0m

梅雨期
制限水位
238m
台風期
制限水位
269m

梅雨期
制限水位
292m
台風期
制限水位
323m

－

揚水発電

－

 利用水深 － 14.3 30.0 － 37.0 46.0 32.5 49.9 70.0

 年総流入量(×10
6
m
3
) 161.63 106.62 1,656.43 695.10 980.71 455.96 120.29 24.72 －

平均した期間 S63-H9 S56-H12 S40-H11 S46-H11 S47-H11 S47-H11 S60-H11 S62-H11

 年回転率 2.3 4.8 13.5 15.1 18.0 7.7 5.2 1.8 －

 貯水池内の水質(T-P) － 0.026 0.041 0.029 0.033 0.016 0.025 0.012 －

河　川　名

 
注)1.嘉瀬川ダムの年総流入量は、利水計算の値 

  2.年回転率は、年総流入量を総貯水量で除した値 

  3.貯水池内の水質(T-P)は、平成 6年～10 年の平均値 

  4.北山ダム、耶馬渓ダムは表層水質、その他のダムは全層平均水質 

  5.－:データがない又は該当する項目がない。 

資料:日本の多目的ダム(財団法人 ダム技術センター 平成 2 年 9 月)12) 

   ダム年鑑 2003(財団法人 日本ダム協会 平成 15 年 2 月)13)  

   日本河川水質年鑑 1998(社団法人 日本河川協会編 平成 13 年 12 月)14)  

   をもとに作成 



4.1.4-165 

1.2 予測モデルの検証計算の入力条件 

貯水池水質予測モデルの検証計算の入力条件の概要を表 4.1.4.2-3 に示

す。 

 

表 4.1.4.2-3 貯水池水質予測モデルの検証計算の入力条件の概要 

項目 内容 

1.ダム諸元 ・堤高 59.3m 

・堤頂長 180.0m 

・集水面積 54.63km2 

・貯水面積 2.0km2 

・総貯留容量 22,250,000m3 

2.貯水池形状 ・北山ダム貯水池を流下方向に250mピッチ、鉛直方向に1mピッチで分割し

た。 

3.気象条件 ・気温は、北山ダム管理事務所の観測値を用いた。 

・風速、湿度及び日射量は中原総合気象観測所の観測値を用いた。 

・雲量は、佐賀地方気象台の観測値を用いた。 

・平成元年～5年の全データ及び平成6年～10年の中原総合気象観測所の欠

測値は、中原総合気象観測所と佐賀地方気象台の関係式より算出した。 

4.貯水池運用 ・流入量、放流量及び貯水位は、北山ダム管理事務所の観測値を用いた。 

5.放流条件 ・放流位置は、 

 EL370.80mの1号取水口 

 EL367.30mの2号取水口 

 EL363.80mの3号取水口 

 EL358.80mの4号取水口 

 EL353.80mの5号取水口 

 EL348.80mの6号取水口 

 EL342.50mの7号取水口 

とし、平成元年～10年の実測によった。 

なお、放流位置は、取水口の下端を示す。 

6.流入水温 ・流入水温は、北山ダム管理事務所の気温と流入支川の水温の関係式より

算出した。 

7.流入水質 ・流入水質は、流入支川の流量と水質の関係式より算出した。 

8.パラメータ ・表4.1.4.2-7に示す。 

9.計算対象年 ・平成元年1月～10年12月 
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1.2.1 北山ダム貯水池の諸元 

北山ダムの諸元は、堤高 59.3m、堤頂長 180.0m である。北山ダム貯水

池の諸元は、集水面積 54.63km2、貯水面積 2.0km2 及び総貯留容量

22,250,000m3である。 

1.2.2 北山ダム貯水池の形状 

北山ダム貯水池の形状は、流下方向に 250m ピッチ、鉛直方向に 1m ピ

ッチで分割した。北山ダム貯水池の貯水位と容量の関係を図 4.1.4.2-7

に示す。また、北山ダム貯水池の平面ブロック分割の模式図を図

4.1.4.2-8 に示し、北山ダムの鉛直方向及び流下方向のブロック分割の

模式図を図 4.1.4.2-9 に示す。 

なお、嘉瀬川流域及び初瀬川流域の北山ダムの流入地点は図 4.1.4.2-

8 に示すとおりである。 
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図 4.1.4.2-7 北山ダムの貯水位と容量の関係 
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図 4.1.4.2-8 北山ダムの平面ブロック分割の模式図 
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図 4.1.4.2-9 北山ダムの鉛直方向及び流下方向のブロック分割の模式図 
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1.2.3 気象条件 

気温は北山ダム管理事務所、風速、湿度及び日射量は中原総合気象観

測所、雲量は佐賀地方気象台の平成元年～10 年の観測値を用いた。 

また、予測対象期間中の風速、湿度及び日射量の観測が行われていな

い期間(平成元年～5 年)及び欠測期間については、佐賀地方気象台の観

測値をもとに、中原総合気象観測所の観測値との相関関係を求めたうえ

で、補正した値により補完した。 

1.2.4 貯水池運用 

北山ダム貯水池の流入量、放流量及び貯水位は、佐賀土地改良区3)の

観測値を用いた。 

1.2.5 放流条件 

北山ダムでは、水面の貯水位に最も近い取水口より放流していること

から、毎日の貯水位の観測値に最も近い取水口より放流されるものとし

た。 
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1.2.6 流入水温 

流入水温は、中原総合気象観測所の気温と嘉瀬川の詰ノ瀬地点の昭和

63 年～平成 15 年及び初瀬川の陣の内地点の昭和 63 年～平成 15 年の定

期調査の結果より、図 4.1.4.2-10 に示す気温と水温との関係式を作成

した。この関係式より毎日の北山ダム管理事務所の気温から各地点の流

入水温を算出した。 

気温と水温との関係式は以下に示すとおりである。 

嘉瀬川の詰ノ瀬地点 Twt=0.5520×Ta＋6.8722 

初瀬川の陣の内地点 Twj=0.5476×Ta＋6.8284 

ここに 

Twt:嘉瀬川の詰ノ瀬地点の水温(℃) 

Twj:初瀬川の陣の内地点の水温(℃) 

Ta :北山ダム管理事務所の気温(℃) 

y = 0.552x + 6.8722
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図 4.1.4.2-10 気温と水温との関係式(嘉瀬川の詰ノ瀬地点及び初瀬川の陣の内地点) 
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1.2.7 流入水質 

・嘉瀬川流域の流入水質 

嘉瀬川流域の流入水質については、SS、COD、窒素、リン等の各水質

項目の毎日の濃度を算出するため、嘉瀬川の詰ノ瀬地点の昭和 56 年～

平成 15 年における定期調査及び高水時調査の結果をもとに、表

4.1.4.2-4 に示す SS、COD、窒素、リン等と比流量との関係式を作成し

た。これらの関係式により、毎日の比流量から負荷量を算出した。 

比流量と SS、COD、T-N、I-N、T-P 及び I-P の関係は図 4.1.4.2-11 に

示す。 

 

表 4.1.4.2-4 比流量と各水質項目との関係式(嘉瀬川の詰ノ瀬地点) 

項目 単位 比流量q (m3/s/km2)との関係式 

COD g/s/km2 
l=4.0028×q1.2679 (q<0.1) 

l=16.616×q1.8038 (q≧0.1) 

SS g/s/km2 
l=65.382×q1.9078 (q<0.1) 

l=429.66×q2.7491 (q≧0.1) 

O-N g/s/km2 
l=0.3024×q1.3711 (q<0.1) 

l=0.8634×q1.7289 (q≧0.1) 

I-N g/s/km2 l=0.7287×q1.121 

O-P g/s/km2 l=0.2058×q1.8080 

I-P g/s/km2 l=0.0776×q1.2605 

DO mg/L 

DO=飽和溶存酸素量 

(10.291-0.2809×Twt +0.006009×Twt 2-0.000063×Twt 3) 

×32.0/(22.4×(1+ Twt /273.0))15) 

Chl-a μg/L Chl-a=0.38 
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図 4.1.4.2-11 流量と負荷量の関係式(嘉瀬川の詰ノ瀬地点) 
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北山ダム貯水池に流入する SS の粒度分布については、嘉瀬川の詰ノ

瀬地点及び初瀬川の陣の内地点の平成 14 年～15 年の高水時調査の結果

により、粒径別の粒度分布をもとに設定した。 

 

表 4.1.4.2-5 代表粒径の粒度分布 

代表粒径 3μm 7μm 15μm 40μm 

粒度分布 0.094 0.110 0.243 0.553 

・初瀬川流域の流入水質 

初瀬川流域の流入水質については、SS、COD、窒素、リン等の各水質

項目の毎日の濃度を算出するため、初瀬川の陣の内地点の昭和 58 年～

平成 15 年における定期調査及び高水時調査の結果をもとに、表

4.1.4.2-6 に示す SS、COD、窒素、リン等と比流量との関係式を作成し

た。これらの関係式により、毎日の比流量から負荷量を算出した。 

比流量と SS、COD、T-N、I-N、T-P 及び I-P の関係は図 4.1.4.2-12 に

示す。 

 

表 4.1.4.2-6 比流量と各水質項目との関係式(初瀬川の陣の内地点) 

項目 単位 比流量q (m3/s/km2)との関係式 

COD g/s/km2 l=8.8283×q1.4823 

SS g/s/km2 l=63.777×q2.0053 

O-N g/s/km2 l=0.4029×q1.4855 

I-N g/s/km2 l=0.6139×q1.1377 

O-P g/s/km2 l=0.1250×q1.7507 

I-P g/s/km2 l=0.0310×q1.1184 

DO mg/L 

DO=飽和溶存酸素量 

(10.291-0.2809×Twj+0.006009×Twj 2-0.000063×Twj 3) 

×32.0/(22.4×(1+ Twj/273.0))15) 

Chl-a μg/L Chl-a=0.26 
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図 4.1.4.2-12 流量と負荷量の関係式(初瀬川の陣の内地点) 
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1.2.8 パラメータ 

貯水池水質予測モデルの検証計算のパラメータを表4.1.4.2-7に示

す。 

1.2.9 計算対象年 

平成元年 1 月～10 年 12 月の 10 カ年とした。 
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表 4.1.4.2-7 貯水池予測モデルの検証計算のパラメータ 

変数 内容 単位 設定値 
μS スペース効果定数 － 0.00385 

RG 増殖速度 日-1 珪藻:1.20、  緑藻:1.20、  藍藻:1.20 

Tf 最大増殖水温 ℃ 珪藻:10.0、  緑藻:20.0、  藍藻:25.0 

N 増殖効果指数 － 珪藻:2.0、   緑藻:2.0、   藍藻:3.0 

Is 最適日射量 Cal/cm2/日 珪藻:200、   緑藻:300、   藍藻:400 

KNI 無機態窒素ミカエリス定数 g-IN/m3 珪藻:0.020、 緑藻:0.020、 藍藻:0.020 

KPI 無機態リンミカエリス定数 g-IP/m3 珪藻:0.0010、緑藻:0.0010、藍藻:0.0010 

RCP 20℃の死滅率 － 珪藻:0.09、  緑藻:0.09、  藍藻:0.09 

θCP RCP温度補正係数 － 1.05 

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

WCP 沈降速度 m/日 珪藻:0.10、  緑藻:0.10、  藍藻:0.01 

RN 20℃の窒素無機化速度 日-1 0.015 

θN RNの温度補正係数 － 1.05 

WIN 底泥からの溶出速度 g-IN/m2/日 0.025 

θWN WINの温度補正係数 － 1.05 

窒
素 

WNO 有機態窒素沈降速度 m/日 0.10(q<0.1)、1.00(q≧0.1)*1  

RP 20℃のリン無機化速度 日-1 0.010 

θP RPの温度補正係数 － 1.05 

WIP 底泥からの溶出速度 g-IP/m2/日 0.005 

θWP WIPの温度補正係数 － 1.05 

WPO 有機態リン沈降速度 m/日 0.15(q<0.1)、1.00(q≧0.1)*1 

リ
ン 

WPI 無機態リン沈降速度 m/日 0.03 

fc 20℃の COD 分解速度 日-1 0.010 

θC fcの温度補正係数 － 1.05 

WCOD 底泥からの溶出速度 g-COD/m2/日 0.30 

θWC WCODの温度補正係数 － 1.05 

COD 

WCO 沈降速度 m/日 0.10(q<0.1)、1.00(q≧0.1)*1 

RRA 再曝気係数 － 1.00 

θRA RRAの温度補正係数 － 1.04 

RKP 光合成による酸素供給 g-O2/mg-Chl-a/日 0.15 

RKC 水中消費速度 日-1 0.020 

θKC RKCの温度補正係数 - 1.05 

RKB 底泥消費速度 g-O2/m
2・日 0.6 

DO 

θKB RKBの温度補正係数 － 1.05 

SS V SS の沈降速度 m/日 Stokes の式 

βN 植物プランクトン中の窒素比 g-N/mg-Chl-a 0.010 

βP 植物プランクトン中のリン比 g-P/mg-Chl-a 0.0008 

変
換
率 fP 植物プランクトン中の COD 比 g-COD/mg-Chl-a 0.10 

αr 水面反射率 － 0.03 

β 水面吸収率 － 0.6 

n1 日照減衰率 1 － 0.6 

日
射 

n2 日照減衰率 2 － 0.001 

Ax 水平方向分散係数 m2/日 200,000 拡
散 Az 鉛直方向拡散係数 m2/日 Az = 0.000001 exp(-1.0・Ri)+ 0.0000001*2 

注)1.*1:q は、比流量(m3/s/km2) 

*2:鉛直方向拡散係数は Richardson 数を引用した式により設定した。ただし、Ri は、Richardson 数を示す。 

2.－:無次元 


